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上で、しかるのちに三名の外国史家が、自らのフィールドでの知見と関心にしたがって、論集を読み解く。西洋中世史家である菊地重仁 「近代日本における／にとってのヨーロッパ中世研究―ドイツ歴史学界との関わりから―」では、 日本に近代歴史学をもちこんだとされるルートヴィヒ・リース（彼もまた中世 家である） 教育を受けた一九世紀ドイツのドイツ中世史研究へと分け入り、そのドイツと日本の歴史学の相関関係に注目する。西洋近代史・思想を専門とする小山哲の「 「史学史」の線を引き直す―ヒストリオグラフィ における「 」をどう捉えるか―」では、日本における近代歴史学の成立をドイツ史学からの一方的影響の結果としてで なく、従来日本が蓄積していた要素によって改変された上で 結果であることを、著者の専門である東欧との比較を通じてあぶりだそうとする。明清史の第一人者である岸本美緒による「近代東アジアの歴史叙述における「正史」 」は、東アジアにおけるヒストリオグラフィー実践の「正統的な」あり方 ある「正史」注目し、論集内で触れられる近代 「正史」概念にコメントしながら、中国と日本 のその理解 あり方 差異を読み解く。　
外国史家による、それぞれの内在的関心に基づく本論集
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序（小澤）
に対するコメントは、この論集が内包する論点を、編者松沢による「意図と達成」とは別の方向へと深化させうることを雄弁に物語っている。つまり、 『近代日本のヒストリオグラフィー』のなかで扱われた諸テーマは、その執筆者が意図していた せよそうでなかったにせよ、すでにグローバル化が急速 進行しつつあった近代世界 中で生まれ得たものであったことが示唆される。本特集を読み通した私たちは、過去の世界と書き手が今そこに立つ現在を結びつける人間の本質的行為とも言え ヒストリオグラフィーもまた、ヒト・モノ・思想などの世界規模 の移動や交換に注目するグローバルヒストリー いう観点 ら論じうるものであることを実感するだろう。
（本学文学部准教授）
